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グローカルな人材を育成する保谷小学校 

 

 

 

コミュニティーの思いを形にする保谷小学校 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 教育目標 

挑戦し続ける心 

何事にも清く正しい目標をもち、一歩一歩努力を

惜しまず挑み続ける「たくましい心」をもつ子を

育てる。 

思いやりの心 

他人の痛みや苦しみ、喜びを自分のことのように

感じることができる「思いやりの心」「豊かな心」

をもつ子を育てる。 

３ 目標達成のための具体的な取組 

（１）特色を生かした教育課程の実践 

〇人間力・学力・体力等の向上 

・系統性のある教科指導と心の教育の充実 →分かる授業、楽しい授業の展開 

・オール保小で「150 周年記念イヤー」を児童・教職員・保護者・地域の人たちにとって思い出に残る

イベントを企画・実施する。 

→授業力向上、児童の主体的・対話的で深い学びへ、ＩＣＴを活用した授業実践 

・校内研究の充実 →ＩＣＴを活用した授業実践と「表現力」を育成するための研究⇒教科：全教科 

〇学校不適応の解消と特別支援教育の推進 

・児童、保護者のニーズに応える支援  ・未然防止と丁寧な初期対応 

・全職員共通理解、共通実践      ・関係機関との早期連携、相談 

２ こんな学校を目指します 

●子どもたちみんなが友だちや先生に 会いたいと登校してくる  保谷小学校 

●保護者から この学校に子どもを通わせてよかったと思われる  保谷小学校 

●地域の方から愛され、地元の誇りだと感じてもらえる      保谷小学校 

 

（２）機能する学校組織の編成 

〇保谷小の「強み」である、協働・専門性を生かした教職員組織の運用（チーム保小）・磨き合い高め 

合い何でも言える教師集団・「学年」「学団」「職層」「分掌」による協力体制・ＯＪＴ体制 

・報告、連絡、相談の徹底 

〇校種間連携の推進 

・保幼小中連携（特色ある連携事業の推進） 

〇働き方改革の推進 

・誰もが明るく、健康で、元気な笑顔で働ける職場風土の醸成 

自ら未来を切り拓く 心豊かで たくましい 児童の育成 

伝統文化を大切に 

新しいものに挑戦する 

地域を愛し 

世界を見据える 

教育・生活・文化・スポーツ 

地域の情報発信基地 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

明治 ７年 上宿宝晃院に上保谷小学校として開校。 平成２５年 各教室エアコン設置 

明治１７年 現在地に校舎を建設移転、宝晃院より記 平成２６年 創立１４０周年記念式典（１０月３１日） 

  念樹として、「このて柏」を移植。 平成２７ 東京都教育委員会オリンピック・パラリンピック教 

大正１３年 校章（このて柏）が制定される。  ～２９年  育推進校 

昭和２７年 従来の校歌を改め、現在の校歌を制定する。  東京都教育委員会日本の伝統・文化の良さを発 

昭和４２年 保谷市制施行により、校名を保谷市立保谷小学  信する能力・態度の育成事業指定校 

  校とする。 平成３０年・ 東京都教育委員会オリンピック・パラリンピック教 

昭和４２年 プール落成式 令和元年  育推進校 

昭和４７年 体育館完成 令和２年 コロナ感染症流行のため、緊急事態宣言が発出 

平成１０年 給食調理業務民間委託が始まる。  され、臨時休校措置が取られる。 

平成１３年 市合併により西東京市立保谷小学校となる。   分散登校を経て、通常登校となる 

平成１４年 ことばの教室「えがお」が新設される。 令和３年 タブレット一人一台を導入した教育活動開始 

平成１６年 創立１３０周年記念式典及び、保小フェスタ１３０   体育館エアコン設置 

  開催  東京オリンピック・パラリンピックが１年の延期を経 

平成１８年 防犯カメラ設置  て開催される。 

平成２２年 コンピュータ室 令和５年 西東京ふるさと探究学習の実施 

  パソコン、机、椅子、入れ替え設置 令和６年 保谷小学校そよかぜ教室開設 

平成２４年 校庭全面芝生化   創立１5０周年記念式典（１1 月 8日） 

（３）地域連携・協働体制の強化 
〇保護者・地域とともにある学校づくり 

・学校・保護者・地域による協働体制の確立・責任の共有化⇒安心・安全な学校 

・教育、文化、スポーツの発信基地となる保谷小学校 

 

〇社会に開かれた教育活動の推進 

・ＣＳ（地域運営学校）、学校運営協議会、社会教育（地域組織）の活用 

・学校行事等への参画 

 

〇情報公開・情報発信 

・学校ホームページ、学校だより、授業公開など 

 

よりよいものを求めて自分の考えを吟味することができる児童の育成  

４ 確かな学力のための研究の取組 

（１）研究の概要 

・算数科の授業において、児童自らが問いを見付け、問題に対して主体的に関わったり、友達の考え

と比べ、つなげたりして、自分の考えをよりよいものにすることができる授業づくりを進める。 

・題材や問題提示、発問の工夫、教師の問い返しなど、児童の主体性を引き出するための効果的な手

立てを明らかにする。 

（２）研究の方法 

・年間４回の研究授業、協議会を通して、研究の成果と 

課題について検証し、指導に生かす。 

・外部講師による講話や日々の教職員の研修の充実により、 

教職員の授業力向上をめざす。 

５ 学校の沿革 

研究 

主題 
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遠足 保小まつり 6 年生を送る会 

 

 

 

運動会 

４年生総合学習「福祉」 琴体験 入学式 

江戸東京たてもの園 

昔のくらし体験 

展覧会 6 年生卒業制作 

保谷オリンピック 卒業式 

笑 顔  いっぱい 

友 だち いっぱい 

夢   いっぱい 

６ 特色ある教育活動 
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表と裏が無い「このて柏」の葉のよう
に「心に表裏の無い子供になるように」
との願いを込めて対象１３年「このて

柏」の葉をかたどって交渉が制定され
た。現在は正門横と玄関横に校章の「こ
のて柏」が植えられている。 
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通級指導学級 ことばの教室『えがお』 

                       教室直通 電話  ０４２－４６３－１２８２ 

                            ＦＡＸ ０４２－４５２－５７５０ 

 

小学生のお子様の発音や話し方などの心配について保護者の方や在籍学級の先生と一緒に考えな

がら、解決のための手助けをさせていただく教室です。なお、ことばの教室の指導は正規の授業と

して位置付いていますので、在籍学級の授業時間にことばの教室での指導を受けても、在籍学級で

は早退や遅刻扱いにはなりません。 

ことばの教室について 

★週 1回（45分）保護者の方とともに通い、指導を受けます。 

★一人一人のことばの様子に応じて、『個別指導』を行います。 

★舌や唇など、発音に関わる器官の動きを高めて正しい発音を身につ

ける練習、楽に話す練習などをします。 

ことばの教室の指導について 

 

９ 通級指導学級 

８ 特別支援教室「保谷小そよかぜ教室」 

このような課題がある児童が指導を受けます 

①コミュニケーションのすれちがいが多い。 

②集団生活になじみにくい。 

③状況や人の気持ちを捉えるのが苦手。 

④読む、書く、聞く、話す等のうち、特定のものの学習が難しい。 

⑤気持ちの切り替えがうまくできない。 

⑥衝動的に行動してしまう。 

 

。 

 

特別支援教室の指導について  

学習上・生活上の困り感のある児童のニーズに対応した指導を行い、 

次のような力を育てます。 

・コミュニケーション力 ・意欲 ・自立心 ・自信 ・自己肯定感 

・拠点校の東伏見小学校そよかぜ教室から巡回指導教員が保谷小学校に来て指導します。 

・原則週 1 日 1～3 時間程度の指導を受けます。 

・「小集団指導」と「個別指導」を組み合わせて指導します。 

・入室については、保谷小学校を通し就学支援委員会で判定します。担任にご相談ください。 

・そよかぜ教室担任への相談日が毎学期設けられています。お便りを見て申し込んでください。 
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主幹教諭 

  
   

運
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会
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 主任教諭 

  

 月～金曜日 土曜日 

登 校 ８：１５～ ８：２５ 

朝の会 

８：３０～ ８：４５ 

【朝会 ８：３０～ ８：４０】 

【朝読書 登校～８：４０】 

８：２５～ ８：３５ 

１校時 ８：４５～ ９：３０ ８：３５～ ９：２０ 

２校時 ９：３５～１０：２０ ９：２５～１０：１０ 

中休み 
１０：２０～１０：４０ 

【 火・金曜日 】最初の１０分間業間体育 

１０：１０～１０：３０ 

【クラブ活動日】中休み無し 

１～３年:下校指導 ４～６年:下校指導・着替え 

３校時 １０：４０～１１：２５ 
１０：３０～１１：１５ 

【クラブ活動】１０：３０～１１：３０ 

４校時 １１：３０～１２：１５ １１：２０～１２：０５ 

給 食 １２：１５～１３：００  

清 掃 １３：００～１３：１５ 
【集会時】昼休み 

１３：００～１３：１５ 
 

昼休み １３：１５～１３：３５ 
集会 

１３：１５～１３：３５ 
 

５校時 １３：３５～１４：２０  

６校時 １４：２５～１５：１０  

帰りの会 
１５：１０～１５：２０ 

【水曜日】１４：２０～１４：３０ 

１２：０５～１２：１５ 

【クラブ活動】下校指導は、担任及びクラ

ブ担当者が行う 

個別学習 １５：２０～１５：４０  

５校時終了後 

会議開始時刻 
１４：４５  

６校時終了後 

会議開始時刻 
１５：３５  

下校時刻 

最終下校は最終授業終了２０分後とする 

※個別ありの日（中・高学年）及びクラブ

活動日の最終下校は １５：５０ 

最終下校は最終授業終了１５分後とする 

【クラブ活動日】（１～３年）１０：２５ 

        （４～６年）１１：４５ 

学

年 

学

級

数 

児童数 

男 女 計 

1

年 
３ 47 35 82 

2

年 
３ 39 39 78 

3

年 
３ 56 41 97 

4

年 
３ 49 38 87 

5

年 
２ 35 34 69 

6

年 
３ 47 43 90 

計 17 275 228 503 

7月 1日現在   

 

 

【委員会活動】１４：３５～１５：２０ 

【５時間授業後の個別学習時間】 

１４：３０～１４：５０ 

【クラブ活動】１４：３５～１５：３５ 

（※土曜日は１０：３０～１１：３０） 

 

 

10 校務分掌 

11 生活時程 12 児童数 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

西 東 京 市 立 保 谷 小 学 校  

〒202-0015 東京都西東京市保谷町 1-3-35 

TEL 042-463-4511   FAX 042-463-4722 

URL  http://www.nishitokyo.ed.jp/e-houya/ 

E-MAIL  e-houya@nishitokyo.ed.jp 
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13 学校案内図 


